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	１．適用範囲
	２．用語の定義
	2.1 人
	2.2 モノ
	2.3 環境
	2.4　Safety 2.0
	2.5　Safety 2.0スコープ
	2.6　資格者
	2.7　マネジメントシステム

	３．Safety 2.0技術
	3.1　Safety2.0の適用
	１）Safety 2.0適用の狙いが明確であり、不安全事象の予防や防止などに顕著な効果が期待でき、その狙いを達成するSafety 2.0がカバーすべき対象やスコープが明確であること。
	２）Safety2.0スコープで想定されるリスクは以下要因に基づき特定されていること。
	・人の心理・行動・適性に起因するリスク
	・モノの機能・動作に起因するリスク
	・現場の環境変化に起因するリスク

	３）リスク低減に貢献する技術対策の要素には以下を含むこと
	・リスク関連情報のモニタリング手段
	・リスク関連情報の送信・受信装置
	・リスク情報分析を行うソフトウェア
	・リスク情報に基づき「人」と「モノ」の動きを安全に誘導するための制御機能


	3.2 コンポーネント
	１）Safety 2.0を構成するすべてのコンポーネント、制御回路及びソフトウェアは意図した仕様と品番が特定されていること
	２）コンポーネント本体は、適用される場合、個々の安全規格に適合すること
	３）各々のコンポーネントは、意図した仕様と機能を満足し、想定される外的要因により所定の機能が損なわれない構造であり、使用条件に対して、その機能の信頼性、耐久性が維持されること。

	3.3 システム構築
	１）システム構築に供するすべてのコンポーネントは、その指示通りに組立てられていること。
	２）組立てられたシステムの果たすべき機能が、組立てに関わる要員に明確に理解されていること。
	３）コンポーネント間の情報伝達、電気的接続及びその機械的固定は信頼性があり、外的要因により意図した機能が損なわれない構造であること。
	４）組み立てられたシステムは、実使用条件に照らしてその機能に信頼性、耐久性があること。
	５）システムが機能しない異常条件が明確であり、異常条件に対して安全側に誘導するフェールセーフ機能、あるいは自動停止または警告機能を備えていること。


	４．稼働・運転
	4.1　システムを搭載する設備
	１）システムを搭載する設備にはSafety 2.0技術搭載の識別があること。これには別途規定するSafety 2.0適合マーク表示を含む。
	２）システムの機能設定は容易に変更できないこと。変更する場合は責任者の承認を得ること。
	３）システムの稼働・運転に先立ち機能の正常動作点検を実施すること。
	４）屋外システムの場合、前項３）とは別に環境変化の都度正常動作点検を実施すること。
	５）前項３）、４）とは別にシステム全体の定期点検を実施すること。これにはコンポーネントの情報伝達や電気的接続、機械的固定の点検も含む。

	4.2　要員
	１）システムが機能する領域内で活動するすべての要員は、Safety 2.0の機能及び動作を理解していること。
	２）前項1）の要員に受発信装置の装着が必要な場合は、システムの稼働・運転に先立ち正規に装着されかつ装着後に正常に動作することを確認すること。
	３）システムを稼働・運転する要員は、Safety2.0の機能を熟知した資格者であること。


	５．マネジメントシステム
	６．Safety 2.0適合のレベル区分

